
 

 

 

 

 

 

１ 協議の趣旨                           

岩手県教育振興計画（2024～2028）における「社会教育・家庭教育」

分野では、主体的・協働的な学びを通じて、地域や家庭におけるつなが

りや支え合いが育まれ、県民一人ひとりが自分らしく生き生きと学び、

暮らしている姿を目指している。 

この目標の実現に向け、「学校と家庭・地域との協働の推進」「子育

てや家庭教育支援の充実」「生涯にわたり学び続ける環境づくり」「次

世代につなげる民俗芸能や文化財の継承」の４つの施策を展開している。 

昨年度の本審議会では、これらの施策のうち「学校と家庭・地域との

協働の推進」をテーマとして協議を行い、「体験活動の充実」を柱に、

学校・家庭・地域が連携しながら子どもの成長を支えていくことの重要

性について意見交換を行った。 

今年度は、施策相互の関連性や展開の順序性を踏まえ、「子育てや家

庭教育支援の充実」をテーマとして協議することとした。 

また、昨年度の協議では、委員から「子どもの権利」に関する意見や

問題提起がなされ、家庭や地域においても、子どもを権利の主体として

尊重し、その意見を受け止めながら成長を支えていく視点の重要性が示

された。 

近年、子どもの権利に対する社会的関心が高まる中、子どもの最善の

利益を尊重する視点に立った子育て支援や家庭教育支援の充実が求めら

れている。こうしたことから、本協議では、県の取組状況について共有

するとともに、基調講話「子どもの権利と家庭教育」を踏まえながら、

今後の家庭教育支援の在り方や地域社会に求められる支援について協議

し、本県における施策のさらなる充実につなげることとする。 

 

 

  

 

２ 令和８年度の協議内容について                        

 ⑴ 第１回（令和８年７月15日） 

・令和８年度主要施策について 

・子育て支援・家庭教育支援の充実について 

ア 子どもの権利と家庭教育（基調整理） 

イ 家庭教育支援の現状と課題 

 ⑵ 第２回（令和９年１月15日） 

・主要施策の令和８年度実施状況及び令和９年度の方向性について 

・令和９年度社会教育関係団体活動費補助金の交付について 

・県立社会教育施設について（青少年の家） 

・子育て支援・家庭教育支援の充実について 

ア 生涯学習・社会教育・社会教育施設が果たすべき役割 

イ 家庭教育支援の方向性 

３ 本協議の位置づけ                         

 

 第１回の協議内容を各公所と共有し、今年度の事業運営の視点とし、第

２回に実施報告を行う。第２回においてはその成果と課題について協議し

ていただき、今後の家庭教育支援における県の役割と方向性を明らかにし、

更に各公所へフィードバックすることで令和９年度事業に活かす。 

 

 

令和９年度 

県事業 

【協議２】 子育て支援・家庭教育支援の充実について 

令和８年度岩手県生涯学習審議会・岩手県社会教育委員会議 

資料３ 

第２回【論点】 

家庭教育支援の

役割と方向性 

 

令和８年度 

県事業 

第１回【論点】 

子どもの権利を

視点とした家庭

教育支援 



【学校教育】
１ 岩手で、世界で活躍する人材の育成
２ 確かな学力の育成
３ 豊かな心の育成
４ 健やかな体の育成
５ 共に学び、共に育つ特別支援教育の推進
６ いじめ問題への確かな対応と不登校対策等の推進
７ 学びの基盤づくり
８ 多様なニーズに応じた私立学校教育の推進

【社会教育・家庭教育】
９ 学校と家庭・地域との協働の推進
10 子育て支援や家庭教育支援の充実
11 生涯にわたり学び続ける環境づくり
12 次世代につなげる民俗芸能や文化財の継承

子どもたちの意見
夢や目標をかなえたい！ 地域のことをもっと知って何ができるか考えたい！

岩手県教育振興計画（2024～2028） について

第１章 岩手の教育をめぐる状況

いわて県民計画（2019～2028） 基本目標
「東日本大震災津波の経験に基づき、

引き続き復興に取り組みながら、
お互いに幸福を守り育てる希望郷いわて」

新たな教育振興基本計画 コンセプト
・2040年以降の社会を見据えた持続可能な社会の創

り手の育成
・日本社会に根差したウェルビーイングの向上

基本目標
学びと絆で 夢と未来を拓き 社会を創造する人づくり

～ 自分らしい生き方の実現に向けた 新たな時代のいわての教育 ～

社会教育・家庭教育における
目指す姿

主体的・協働的な学びを通じて、
地域や家庭におけるつながりや支
え合いが育まれ、県民一人ひとり
が、自分らしくいきいきと学び、暮
らしている

学校教育における目指す姿

岩手の子どもたちが、自分らしく
いきいきと学び、夢を育み、希望
あるいわてを創造する「生きる
力」を身に付けている

取組の視点
① 一人ひとりの可能性を伸ばす学びの確保
② 郷土に誇りと愛着を持ち、岩手で世界で活躍する人材の育成
③ 岩手らしさを生かした生涯にわたる学びの充実
④ 教育分野におけるデジタルトランスフォーメーション（DX）の推進
⑤ 東日本大震災津波の経験や教訓を踏まえた学びの推進

第２章 目標・取組の視点

10の政策分野
の取組方向

（1）健康・余暇
〜健康寿命が長く、
いきいきと暮らすこ
とができ、また、自
分らしく自由な時間
を楽しむことができ
る岩手〜
(2）家族・子育て
〜家族の形に応じ
たつながりや支え
合いが育まれ、ま
た、安心して子育て
をすることができる
岩手〜
（3）教育
〜学びや人づくりに
よって、将来に向
かって可能性を伸
ばし、自分の夢を
実現できる岩手〜
（7）歴史・文化
〜豊かな歴史や文
化を受け継ぎ、愛
着や誇りを育んで
いる岩手〜

今後の教育政策
に関する基本的
な方針

①グローバル化す
る社会の持続的な
発展に向けて学び
続ける人材の育成

②誰一人取り残さ
れず、全ての人の
可能性を引き出す
共生社会の実現に
向けた教育の推進

③地域や家庭で共
に学び支え合う社
会の実現に向けた
教育の推進

④教育デジタルトラ
ンスフォーメーション
（DX）の推進

⑤計画の実効性確
保のための基盤整
備・対話

２ 前計画期間中の成果と課題

①新型コロナウイルス感染症への対応
②少子化・人口減少と高齢化の進行
③社会全体のデジタル化の進展
④グローバル化の進展と持続可能な社会づくり
⑤東日本大震災津波からの復旧・復興

３ 社会状況の変化と今後の展望

１ 岩手の教育の歩み

・学制150周年

・新たな学習指導要領の実施

・教育振興運動、いわて教育の日の取組

・諸調査の活用による組織的な授業力の向上

・県立博物館、美術館、図書館における学び

・文化、スポーツ分野での多くの子どもたちや本

県出身者の活躍

・新たな世界遺産、ユネスコ無形文化遺産の登録

【成果】

・学校のIＣＴ環境、冷房設備等の整備完了

・児童生徒の体力・運動能力⇒高い水準

・地域等と連携・協働による教育活動の充実

・全市町村でコミュニティ・スクールを導入

・ＳＮＳを活用した情報提供の充実

【課題】

・岩手の産業等を担う人材の育成等

・ＩＣＴのより効果的な活用

・多様な体験活動等の一層の充実

・運動に親しむ機会の確保等

・教育的ニーズに対応した指導・支援体制の充実

・増加傾向にあるいじめや不登校児童生徒への

対応

・社会情勢の変化に対応した教育環境の整備

・私立学校の教育の充実に向けた支援

・教育振興運動や地域学校協働活動の充実

・家庭教育を支える環境づくり

・多様な人材の育成や学習コンテンツの充実

・文化財の適切な保存・継承と活用

【計画の位置付け】
・ 本県の教育振興基本計画

（教育基本法第 17 条第２項）
・ 本県の教育振興の取組の指針

第
３
章

具
体
的
な
施
策
の
内
容

概要版



岩手県教育振興計画（2024～2028） について

◎岩手県教育振興計画（2024～2028） の具体的な施策の内容

【学校教育】
１ 岩手で、世界で活躍する人材の育成
① 「いわての復興教育」などの推進
② キャリア教育の推進とライフデザイン能力の育成
③ 岩手と世界をつなぐ人材の育成
④ イノベーションを創出する人材の育成

２ 確かな学力の育成
① これからの社会で活躍するために必要な資質・能力の育成
② 児童生徒の実態に応じた授業改善の推進と家庭学習の充実
③ 社会ニーズに対応した学習内容の充実などによる生徒の進路実現の推進

３ 豊かな心の育成
① 自他の生命を大切にし、人権を尊重する心の育成
② 学校・家庭・地域が連携した体験活動の推進などを通じた豊かな心の育成
③ 学校における文化芸術教育の推進
④ 主権者教育などによる社会に参画する力の育成

４ 健やかな体の育成
① 児童生徒の健康の保持・増進に向けた対策の充実
② 適切な部活動体制の推進

５ 共に学び、共に育つ特別支援教育の推進
① 就学前から卒業後までの一貫した支援の充実
② 各校種における指導・支援の充実
③ 教育環境の充実・県民理解の促進

６ いじめ問題への確かな対応と不登校対策等の推進
① いじめ防止対策の推進といじめ事案への適切な対処
② 児童生徒に寄り添った教育相談体制の充実等による、不登校対策の推進
③ デジタル社会における児童生徒の健全育成に向けた対策の推進

７ 学びの基盤づくり
① 安全・安心でより良い教育環境の整備
② 生まれ育った環境に左右されない教育機会の確保
③ 目標達成型の学校経営の推進
④ 魅力ある学校づくりの推進
⑤ 多様な教育ニーズに対応する教育機会の確保
⑥ 教育への情熱と高い志を持つ有為な人材の確保・育成、資質向上
⑦ 「岩手県教職員働き方改革プラン」に基づく教職員の働き方改革

８ 多様なニーズに応じた私立学校教育の推進
① 各私立学校の建学の精神などに基づく特色ある教育活動の支援
② 私立学校の耐震化の支援や教育環境の整備促進

【社会教育・家庭教育】
９ 学校と家庭・地域との協働の推進
① 学校・家庭・地域が連携するための仕組みづくり
② 豊かな体験活動の充実

10 子育て支援や家庭教育支援の充実
① 子育てや家庭教育に関する学習機会の提供
② 子育てや家庭教育を支える環境づくりの推進

11 生涯にわたり学び続ける環境づくり
① 多様な学習機会の充実
② 岩手ならではの学習機会の提供
③ 学びと活動の循環による地域の活性化
④ 社会教育の中核を担う人材の育成
⑤ 多様な学びのニーズに応じた拠点の充実

12 次世代につなげる民俗芸能や文化財の継承
① 部活動や地域と連携した取組などを通じた民俗芸能の保存と継承
② 伝統文化、文化財などを活用した交流の推進

岩手県教育振興計画（2024～2028）の策定の参考とするため、子どもから
の意見聴取を実施しました。

【意見聴取の概要】
１ 対象
県内の学校に通う小学校５年生から高校３年生までに相当する個人またはグ

ループ（特別支援学校、高等専門学校、専修学校を含む。）
２ 方法
個人で所有する端末又は学校で配布されている端末等を利用したオンライン

調査（無記名/任意）
３ 期間
令和５年７月25日（火）～８月25日（金）

４ 調査項目
①校種
②関心があるテーマと選択したテーマについての記述
５ 回答数 ３，９６５件
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核家族化の進行に伴い、子育てや家庭教育についての「知恵」や「経験」の継承

が十分に行われにくいことに加え、コロナ禍を経て人間関係の築き方や生活環境に

悩みや不安を抱える保護者が増加するなど、家庭や地域の子育て力が低下してきて

いる傾向にあることから、子育てや家庭教育を支える環境づくりを推進し、保護者

等を支援する取組が必要です。 

 

 

 

 

１ 子育てや家庭教育に取り組む保護者の多様なニーズに応じた学びの機会が提

供されることにより、安心して子どもを生み育てていくことができる家庭環境が

整っています。 

２ 子育てサポーター等による保護者への子育て支援活動が充実し、地域社会全体

で子育て家庭を支援する環境が整っています。 

 

【参考】関連する「いわて県民計画（2019～2028）」における主な指標 

目標項目（指標） 
現状値 

R4 

目標値 

R6 R7 R8 R9 R10 

① すこやかメール

マガジンの登録人

数 

4,062人 5,000人 5,500人 6,000人   

② 子育てサポータ

ー等を対象とした

家庭教育支援に関

する研修会の参加

者数 

892人 625 人 635人 645人   

 

 

 

 

 

目指す姿 

10

 

子育て支援や家庭教育支援の充実 

現状と課題 (1) 

(2) 
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１ 子育てや家庭教育に関する学習機会の提供 

・ 子育てや家庭教育に関する保護者の学習活動を促進するため、広く県民に学

習情報や学習資料を提供します。 

・ 子育てに不安や悩みを抱える保護者に対する相談体制の充実を図ります。 

・ 子どもの自己肯定感を育成するため、達成感や成功体験を得たり、課題に立

ち向かう姿勢を身に付けたりすることができるよう、学校・家庭・地域が連携

した多様な体験活動を推進します。 

２ 子育てや家庭教育を支える環境づくりの推進 

 ・ 子育てや家庭教育に悩みや不安を抱える親を支援するため、電話やメールに

よる相談窓口の周知と利用促進を図るとともに、すこやかメールマガジン等に

よる家庭教育に役立つ情報などの提供や、教育に関する意識啓発に取り組みま

す。 

 ・ 子育て支援に関わるグループ・団体・ＮＰＯ等や企業との連携・協力、協働

を図るため、子育てサポーター等の資質向上やネットワークづくりに向けた研

修等を実施します。 

 

 

 

１ 各学校は、家庭・地域との連携・協働による学校運営を展開し、学校・家庭・

地域の教育力を高めるとともに、児童生徒の基本的な生活習慣の定着を図る取組

を実施します。 

２ 家庭・地域は、基本的な生活習慣の定着や家庭学習の習慣付けに関わるなど、

学校と協働して取組を進めます。 

  また、地域における歴史、伝統、文化及び行事等、地域力を生かした子どもの

健全育成に向けた取組を展開します。 

３ 県と市町村の教育委員会は、家庭教育の自主性を尊重しつつ、子育てや家庭教

育についての相談体制の一層の充実を図り、家庭の多様なニーズに応じた学習情

報や学習資料を提供し、子育てに悩みや不安を抱える保護者を支援します。 

４ 市町村は、結婚、妊娠、出産、子育て期にわたる切れ目のない支援体制を充実

させるとともに、子育てサポーターや子育て支援関係者の活動を支援し、地域が

子育てや家庭環境を支える環境づくりを推進します。 

 

目指す姿を実現するための取組の方向性 

取組にあたっての役割分担 

(3) 

(4) 

岩手県教育振興計画(2024～2028) （抜粋）
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５ 企業等は、仕事と子育てが両立できる職場環境を整備し、専門的な知識・経験

による子育て支援をするなど、家庭環境支援に取り組みます。 

 

 

 

 

具体的な推進方策 
５年間の取組（工程表） 

R6 R7 R8 R9 R10 

① 子育てや家庭教育に関する学

習機会の提供 

・ 保護者の学習活動を促進する学

習情報や学習資料の提供 

・ 子育てに不安や悩みを抱える保

護者に対する相談体制の充実 

 

 

 

 

     

② 子育てや家庭教育を支える環

境づくりの推進 

・ 地域において保護者を支援する

人材の育成 

・ 地域における子育て支援ネット

ワークの拡充 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 具体的な推進方策 

電話やメールによる相談窓口の開設と利用促進 

親子共同体験を通じた子育ての仲間づくりの促進 

子育てサポーター等の研修の充実とネットワーク強化 

市町村における子育て・家庭教育支援事業の推進支援 

すこやかメールマガジン等による学習情報の提供 
すこやかメールマガジンの受信登録者拡大の取組 

ＳＮＳ等による発信方策の工夫・改善 

家庭教育支援チームの登録と活用の促進 



R7 各教育事務所実績報告概要

事務

所名
テーマ・演題 講師 成果 課題・アンケート等（抜粋） 参集 オンライン

1 盛岡

「見直し、気づき、つながりへ

～愛着障害と発達障害から考える、

子ども理解と支援のあり方～」

岩手県立大学　社会福祉学部 人間福祉学科

教授 佐藤　匡仁　氏

・「子どもへの見方が変わった」「具体的で現場ですぐに

活用できる」といった意見が多く見られた。

・愛着障害と発達障害の違いを学ぶ中で、自身の支援方法

について見直したり、今後の実践への意欲を高めたりする

ことができた。

・今回扱った「愛着」に関する内容は広く深い領域であり、

限られた時間内で十分に伝えきることが難しかった。

・今後、研修内容を考える際、「研修内で押えるべきことを

中核に内容構成をする」など、密度の濃い研修となるよう内

容の焦点化が必要である。

67人 ー

2 中部
「ツールとしての読み聞かせ

～子育て・青少年育成・地域参加～」

岩手県立県南青少年の家

　所長　佐藤　敦士　氏

・さまざまな方々に参加いただき、それぞれの立場で行っ

てきた活動や、今後の活動についての情報交流をすること

ができ、新たなネットワークづくりを行ったり、つながり

をつくったりすることができた。

・研修会で、参加者の方々に何を学んでいただきたいのか、

テーマを明確にして研修会を構成できるようにしたい。
27人 ー

3 県南
「絵本・読書の楽しみをすべての子どもたちに

～家庭での学びにつながる読書活動～」

芸術遊び 虹色の部屋

主宰　丸山　ちはや　氏

・現代の子どもたちを取り巻く環境や、絵本の読み聞かせ

や読書の重要性、伝承遊びなどの意義や大切さについて、

ご自身の経験や実践、様々な調査結果をもとに話題にして

いただいた。

・現代の子育て家庭や子育ての現状にまつわる、為になる講

話（保護者へ伝えたいこと）を引き続き、行っていただけた

らと思います。

・親同士の関わりが少なくなって親同士のコミュニケーショ

ンについての研修会があったらうれしいです。

47人 ー

4
沿岸

南部

「子どもの成長を支えるために～ペアトレか

ら学ぶ子どもへの対応～」

児童家庭支援センター大洋

心理療法士　大和田　綾子　氏

・講演では、子どもの行動を見取る際の具体的な視点や捉

え方について説明され、参加者の日々の活動に生かされる

内容となった。

・児童虐待やマルトリートメントを防ぐためのネットワー

ク形成の重要さについて知ることができた。

・オンデマンドでの参加者が多く、実際のネットワーク形成

という面では研修の効果がやや少なかった。

・家庭教育、子育て支援は重要と思う。多くの参加があると

よいし、オープンな雰囲気をもっと発信していく必要がある

と思う。

・子育て支援団体のネットワークが弱いと思うので、子育て

支援団体が集まり、課題や困っていることを共有したり、連

携を図るきっかけとなるような集まりがあればうれしい。

9人 １０人

5 宮古

「地域と家庭をつなぐ『みやこっこ』の取

組」

「地域と家庭をつなぐ『なないろ』の取組」

「子ども家庭支援における地域資源の活用」

宮古市家庭教育支援チーム

みやこっこ　八島　彩香　氏

特定非営利活動法人

なないろ　　　　 高橋　理奈　氏

盛岡大学短期大学部

　教授　大塚　健樹　氏

・実践発表を通して、親子支援や子どもの居場所づくりに取

り組む具体的な事例について知ることができたとの感想が

多く、地域全体で子ども達の成長を支えていくという考え

方を確認することができた。

・家庭教育支援チームや保健福祉環境センターと打合せを行

い、家庭教育・子育て支援担当者のニーズの把握に努め、研

修内容を検討していきたい。

24人 ー

6 県北
「習慣化と子育て支援―家庭で実践する“ゆる

ストイック”のすすめ」

盛岡大学短期大学部　幼児教育科

助教　及川　未希生　氏

・参加者自身が日々の生活や習慣を振り返りながら、講師

による実践的な経験に基づいた講義に共感と興味を持ち、

非常に満足度の高い研修会となった。

・職場だけでなく家庭での実践に向けた意欲も高まってい

る様子が見受けられた。

・「発達障がいや支援を必要とする子どもとの関わり方」や

「気軽にできる子ども遊び」、「ペップトーク」など、子ど

もとの直接的な関わり方に対する関心が高いことが明らかに

なった。

26人 ー
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